浅 草 公園 

1^ ヽ ヽンナ リオ 

芥川龍之介 



あさく さ にお-つもん つ おおじよ-つちん 

浅 草の 仁王門の 中に 吊った、 火のと もらない 大 提灯。 

提灯 は 次第に 上へ あがり、 雑沓した 仲 店 を 見渡す よう 

になる。 ただし 大 提灯の 下部 だけ は 消え失せない。 門 

の 前に 飛び かう 無数の 鳩。 

2 

雷 門から 縦に 見た 仲 店。 正面に はるかに 仁王門が 

見える。 樹木 は 皆 枯れ木ば かり。 



かたがわ がいとう ひと リ 

仲 店の 片側。 外套 を 着た 男が 一人、 十二 三 歳の 少年 

と 一 しょに ぶらぶら 仲 店 を 歩いて いる。 少年 は 父親の 

おもちゃ や 

手 を 離れ、 時々 玩具 屋の 前に 立ち止まった りする。 父 

親 は 勿論こう 云う 少年 を 時々 叱 つたり しな いこと はな 

い。 が、 稀に は 彼 自身 も 少年の いる こと を 忘れた よう 

に 帽子屋の 飾り窓な ど を 眺めて いる。 

4 



じょうはんしん いなかもの 

こう 云う 親子の 上半身。 父親 はいかに も 田舎者ら 

ぶしょうひげ かわい 

しい、 無精髭 を 伸ばした 男。 少年 は 可愛い と 云うよ リ 

うし 

もむ しろ 可憐な 顔 をして いる。 彼等の 後ろに は 雑沓し 

た 仲 店。 彼等 はこ ちらへ 歩いて 来る。 

5 

おもちゃ や 

斜めに 見た ある 玩具 屋の 店。 少年 はこの 店の 前に 

たたず のぼ お 

佇んだ まま、 綱 を 上ったり 下りたり する 玩具の 猿 を 

眺めて いる。 玩具 屋の 店の 中には 誰も 見えない。 少年 



の 姿 は 膝の 上まで。 
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綱 を 上ったり 下りたり している 猿。 猿 は 燕尾服の 尾 

あおむ 

を 垂れた 上、 シルク. ハット を 仰向けに かぶって いる。 

. J の 綱 や 猿 の 後ろ は 深い 暗の あるば かリ。 

7 

この 玩具 屋の ある 仲 店の 片側。 猿 を 見て いた 少年 は 



急に 父親の いない ことに 気がつき、 きょろきょろ あた 

り を 見 まわし はじめる。 それから 向う に 何 か 見つけ、 

その 方へ 一 散に 走って 行く。 

00 

父親ら しい 男の 後ろ姿。 ただし これ も 膝の 上まで。 

とら 

少年 はこの 男に 追いす がり、 しっかりと 外套の 袖を捉 

あいにく いなかもの 

える。 驚いて ふり 返った 男の 顔 は 生憎 田舎者ら しい 父 

きれい くちひげ 

親で はない。 綺麗に 口髭の 手入れ をした、 都会人ら し 

い 紳士で ある。 少年の 顔に 往来す る 失望 や 当惑に 満ち 



た 表情。 紳士 は 少年 を 残した まま、 さっさと 向う へ 

力 みな リ もん 

行って しまう。 少年 は 遠い 雷 門 を 後ろに ぼんやり 一 

人 佇んで いる。 
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じょうはんしん 

もう 一 度 父親ら しい 後ろ姿。 ただし 今度 は 上半身。 

少年 はこの 男に 追い ついて 恐る恐る その 顔 を 見上げる 

におうもん 

彼等の 向う に は 仁王門。 



おお 

この 男の 前 を 向いた 顔。 彼 は、 マスクに ロを蔽 つた、 

人間よりも、 動物に 近い 顔 をして いる。 何 か 悪意の 感 

びし よ-つ 

せられる 微笑。 

とほう 

仲 店の 片側。 少年 はこの 男 を 見送った まま、 途方に 

暮れた ように 佇んで いる。 父親の 姿 は どちら を 眺めて 

も、 生憎 目に はは いらない らしい。 少年 はちよ つと 考 

のち あて 

えた 後、 当 どもな しに 歩き はじめる。 いずれも 洋装 を 



した 少女が 二人、 彼 を ふり 返った の も 知らない ように。 

2 

めがね きんがんきょう えんがん きょう そうがんきょう 

目 金星の 店の 飾り窓。 近眼鏡、 遠眼鏡、 双眼鏡、 

かくだいきょう けんびきょう ちりょ めがね 

廓大 鏡、 顕微鏡、 塵 除け 目 金な どの 並んだ 中に 西洋人 

の 人形の 首が 一 つ、 目 金 を かけて 頰 笑んで いる。 そ 

の 窓の 前に 佇んだ 少年の 後 姿。 ただし 斜めに 後ろ 

から 見た 上半身。 人形の 首 はおの ずから 人間の 首に 

変って しまう。 のみならずこう 少年に 話しかける。 I 



3 

みつけ 

「目 金 を 買って おかけなさい。 お父さん を 見 付る に は 

目 金 を かける のに 限ります からね。」 

「僕の 目 は 病気で はない よ。」 

4 

斜めに 見た 造 花屋の 飾り窓。 造花 は 皆 竹 籠 だの、 瀬 

戸 物の 鉢 だのの 中に 開いて いる。 中で も 一番 大きい の 



は 左に ある 鬼百合の 花。 飾り窓の 板 硝子 は 少年の 上半 

身 を 映し はじめる。 何 か 幽霊の ように ぼんやりと。 

5 

飾り窓 の 板 硝子 越しに 造花 を 隔てた 少年の 上 半身。 

少年 は 板 硝子に 手 を 当てて いる。 そのうちに 息の 当る 

せいか、 顔 だけ ぼんやりと 曇って しまう。 

6 



飾り窓の 中の 鬼百合の 花。 ただし 後ろ は 暗で ある。 

鬼百合の 花の 下に 垂れて いる 蒼 もい つか 次第に 開き 

はじめる。 

7 

「わたしの 美し さ を 御覧なさい。」 

「だってお 前 は 造花 じ やない か？」 

8 



角から 見た 煙草屋の 飾り窓。 卷 煙草の 缶、 葉巻の 箱、 

パイプな どの 並んだ 中に 斜めに 札が 一 枚懸 つてい る。 

この 札に 書いて あるの は、 —— 「煙草の 煙 は 天国の 門 

おもむ のぼ 

です。」 徐ろに パイプから 立ち 昇る 煙。 
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しょうめん たたず 

煙の 満ち 充 ちた 飾り窓の 正面。 少年 はこの 右に 佇 

んで いる。 ただし これ も 膝の 上まで。 煙の 中には ぼん 

やりと 城が 三 つ 浮かび はじめる。 城 は Three Castles 

の 商標 を 立体に した ものに 近い。 



それ 等の 城の 一 つ。 この 城の 門に は 兵卒が 一人 銃 を 

て つごうし 

持って 佇んで いる。 その また 鉄 格子の 門の 向う に は 

棕櫚が 何 本 も そよ いでいる。 

2 

この 城の 門の 上。 そこに は 横にい つの 間に かこう 云 

う 文句が 浮かび 始める。 —— 



「この 門に 入る もの は 英雄と なるべし。」 

2 

2 

こちらへ 歩いて 来る 少年の 姿。 前の 煙草屋の 飾り窓 

は 斜めに 少年の 後ろに 立って いる。 少年 はちよ つと ふ 

のち 

り 返って 見た 後、 さっさと また 歩いて 行って しまう。 



吊り鐘 だけ 見える 鐘楼の 内部。 撞木 は 誰かの 手に 綱 



を 引かれ、 徐ろに 鐘 を 鳴らし はじめる。 一度、 二度、 

三度、 —— 鐘楼の 外 は 松の木ば かり。 

4 

2 

しゃげき や まと 

斜めに 見た 射撃 屋の 店。 的 は 後ろに 巻 煙草の 箱 を 積 

み、 前に 博 多 人形 を 並べて いる。 手前に 並んだ 空気銃 

の 一 列。 人形の 一 つ は ドレ ッス をつ け、 扇 を 持った 西 

洋 人の 女で ある。 少年 は 怯ず 怯ず この 店に はいり、 空 

気 銃 を 一 つと り 上げて 全然 無分別に 的 を 狙う。 射撃 屋 

の 店に は 誰もい ない。 少年の 姿 は 膝の 上まで。 



5 

2 

西洋人の 女の人 形。 人形 は 静かに 扇 を ひろげ、 すつ 

かり 顔 を 隠して しまう。 それから この 人形に 中る コル 

クの 弾丸。 人形 は 勿論 仰向けに 倒れる。 人形の 後ろに 

も 暗の あるば かり。 
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2 



前の 射撃 屋の 店。 少年 はまた 空気銃 をと リ 上げ、 今 



度 は 熱心に 的 を 狙う。 三 発、 四 発、 五 発、 —— しかし 

的 は 一 つも 落ちない。 少年 は 渋ぶ 渋ぶ 銀貨 を 出し、 店 

の 外へ 行って しまう。 



7 

2 



始めはた だ 薄暗い 中に 四角い ものの 見える ばかり。 

その 中に この 四角い もの は 突然 電燈 をと もした と 見え、 



横にこう 云う 字 を 浮かび 上らせる。 上に 「公園 

： 区」 下に 「夜警 

. 中に 赤で ある。 



ろつ く やけいつ めしよ 

六 区」 下に 「夜警 詰 所」。 上の は 黒い 中に 白、 下の は 黒 



窓 を 見上げる。 が、 窓に は 誰も 見えない。 ただ 逞し 

い ブル テリアが 一匹、 少年の 足 もと を 通って 行く。 少 

年の 匂 を 嗅いで 見ながら。 



3 

同じ 劇場の 裏の 上部。 火のと もった 窓に は 踊り子が 

一人 現れ、 冷淡に 目の 下の 往来 を 眺める。 この 姿 は 

勿論 逆光線の ために 顔な ど ははつ きりと わからない。 

が、 いっか 少年に 似た、 可憐な 顔 を 現して しまう。 踊 

リ子は 静かに 窓 を あけ、 小さい 花束 を 下に 投げる。 



3 

往来に 立った 少年の 足 もと。 小さい 花束が 一 つ 落ち 

て 来る。 少年の 手 はこれ を 拾う。 花束 は 往来 を 離れる 

が 早い か、 いっか 茨の 束に 変って いる。 

2 

3 

け い じば ん 

黒い 一 枚の 掲示板。 掲示板 は 「北の 風、 晴」 と 云う 

字 を チヨ ォクに 現して いる。 が、 それ は ぼんやり とな 



リ、 「南の 風 強 かるべし。 雨模様」 と 云う 字に 変って し 

まう。 

3 

3 

斜に 見た 標札 屋の 露店、 天幕の 下に 並んだ 見本 は 

とくが わい え やす にの みや そんとく わたな ベ かざん こんどう いさみ 

徳川家 康、 二宮 尊徳、 渡辺畢 山、 近 藤 勇、 

近 松 門左衛 門な どの 名 を 並べて いる。 こう 云う 名前 も 

いつの 間に か 有り 来りの 名前に 変って しまう。 のみな 

らず それ 等の 標札の 向う にかす かに 浮んで 来る 

かぼちゃば たけ 

南瓜 畠 



カツ フエの 飾り窓。 砂糖の 塔、 生菓子、 麦藁の パイ 

ソ オダす い 

プを 入れた 曹達 水の コップな どの 向う に 人 かげが 幾つ 

も 動いて いる。 少年 はこの 飾り窓の 前へ 通りかかり、 

飾り窓の 左に 足 を 止めて しまう。 少年の 姿 は 膝の 上 ま 

で。 
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3 

この カツ フエの 外部。 夫婦ら しい 中年の 男女が 二人 

硝子 戸の 中へ はいって 行く。 女 は マントル を 着た 子供 

を 抱いて いる。 そのうちに カツ フエ はおの ずから まわ 



り、 コック 部屋の 裏 を 現わして しまう。 コック 部屋の 

えんと つ 

裏に は 煙突が 一本。 そこに はまた 労働者が 二人せ つせ 

と シャベル を 動かして いる。 カンテラ を 一 つと もした 

ま ま 
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3 

テ エブルの 前の 子供 椅子の 上に 上半身 を 見せた 前の 

子供。 子供 はに こに こ 笑いながら、 首 を 振ったり 手 を 

挙げたり している。 子供の 後ろに は 何も 見えない。 そ 

こ へ いっか 薔薇の 花が 一 つず つ 静かに 落ち はじめる。 



彼の 手に 持った 一本の 帯。 帯 は 前後左右に 振られな 

かく だ い 

がら、 片 はし を 二三 尺 現して いる。 帯の 模様 は 廓大し 

た 雪片。 雪片 は 次第に まわりながら、 くるくる 帯の 外 

へ も 落ち はじめる。 

2 

4 

ろてん つ 

メリャ ス屋の 露店。 シャツ や ズボン 下 を 吊った 下に 

ば あ あんか 

婆さんが 一人 行火に 当ってい る。 婆さんの 前に も メリ 

まじ 

ヤス 類。 毛糸の 編み もの も 交って いない こと はない。 



行火の 裾に は 黒猫が 一 匹 時々 前足 を 嘗めて いる。 

3 

4 

行火の 裾に 坐って いる 黒猫。 左に 少年の 下半身 も 見 

える。 黒猫 も 始めは 変り はない。 しかしい つか 頭の 上 

に 流 蘇の 長い トルコ 帽を かぶって いる。 

4 

4 

「坊ちゃん、 スゥェ エタ ァをー つお 買いなさい。」 



「僕 は 帽子 さえ 買えな いんだよ。」 

5 

4 

メリャ ス屋の 露店 を 後ろに した、 疲れたら しい 少年 

じょうはんしん 

の 上半身。 少年 は 涙 を 流し はじめる。 が、 やっと 気 

をと リ 直し、 高い 空 を 見上げながら、 もう 一 度 こちら 

へ 歩き はじめる。 



かすかに 星の かがやいた 夕 空。 そこへ 大きい 顔が 一 

つ おのずから ぼんやりと 浮かんで 来る。 顔 は 少年の 父 

親ら しい。 愛情 はこ もっている ものの、 何 か 無限に も 

のち 

の 悲しい 表情。 しかし この 顔 もしば らくの 後、 霧の よ 

うに どこかへ 消えて しまう。 
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4 

縦に 見た 往来。 少年 はこ ちらへ 後ろ を 見せた まま、 

この 往来 を 歩いて 行く。 往来 は 余り 人通り はない。 少 

年の 後ろから 歩いて 行く 男。 この 男 はちよ つと 振り返 



り、 マスク を かけた 顔 を 見せる。 少年 は 一度 も 後ろ を 

見ない。 
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4 

斜めに 見た 格子戸 造りの 家の外 部。 家の 前に は 

人力車が 三 台 後ろ向きに 止まって いる。 人通り はや は 

つの かく はなよめ 

り 沢山ない。 角隠し をつ けた 花嫁が 一 人、 何人 かの 

人々 と 一し よに 格子戸 を 出、 静かに 前の 人力車に 乗る。 

人力車 は 三 台と も 人 を 乗せる と、 花嫁 を 先に 走って 行 

く。 その あとから 少年の 後ろ姿。 格子戸の 家の 前に 



立った 人々 は 勿論 少年に 目 もやら な： 



rxYZ 会社 特製品、 迷い子、 文芸 的 映画」 と 書いた 

長方形の 板。 これ もこの 板 を 前後に した サン ドウ イツ 

チ- マンに 変って しまう。 サンド ウイ ツチ • マン は 年 

をと つて いるものの、 どこか 仲 店 を 歩いて いた、 都会 

人らしい 紳士 に似てい る。 後ろ は 前よりも 人通り は 多 

い、 いろいろの 店の 並んだ 往来。 少年 は そこ を 通り か 

かり、 サンド ウイ ツチ. マンの 配って いる 広告 を 一枚 



なんどき 

「急げ。 急げ。 いつ 何時 死ぬ かも 知れない。」 



2 

5 



往来の 角に 立って いる ポスト。 ポスト はいつ か 透明 

になり、 無数の 手紙の 折り重なった 円筒の 内部 を 現し 

て 見せる。 が、 見る見る 前の ようにた だの ポストに 

変って しまう。 ポストの 後ろに は 暗の あるば かリ。 



げいしゃ やまち ふた リ 

斜めに 見た 芸者 屋町。 お 座敷へ 出る 芸者が 二人 ある 

ごしんとう こうしど 

御神燈 のと もった 格子戸 を 出、 静かに こちらへ 歩いて 

来る。 どちらも 何の 表情 も 見せない。 二人の 芸者の 通 

りすぎ た 後、 向う へ 歩いて 行く 少年の 姿。 少年 は 

ちょっと ふり 返って 見る。 前よりも さらに 寂しい 表情- 

少年 はだん だん 小さくな つ て 行く。 そこ へ 向う に 立 つ 

ていた、 背の 低い 声色 遣いが 一 人 やはり こちらへ 歩い 

て 来る。 彼の 目の あたりへ 近づいた の を 見る と、 どこ 

か 少年 に似てい ない こと はない。 

4 

5 



大きい 針金の 環の まわりに ぐるりと 何 本 も ぶら下げ 

まえがみ 

たか もじ。 かも じの 中には 「すき 毛 入り 前髪 立て」 と 

書いた 札 も 下って いる。 これ 等の かも じ はいつ の 間に 

か 現 髪 店の 棒に 変って しまう。 棒の 後ろに も 暗の ある 

は 力り 



5 

5 



理髪店の 外部。 大きい 窓 硝子の 向う に は 男女が 何人 

も 動いて いる。 少年 は そこへ 通りかかり、 ちょっと 内 



部を視 いて 見る。 

6 

5 

頭 を 刈って いる 男の 横顔。 これ もしば らくた つた 後、 

大きい 針金の 環に ぶら下げた 何 本 かの かも じに 変って 

しまう。 かも じの 中に 下った 札が 一枚。 札に は 今度 は 

「入れ毛」 と 書いて ある。 



セ セッション 風に 出来 上った 病院。 少年 はこ ちらか 

ら 歩み寄り、 石の 階段 を 登って 行く、 しかし 戸の 中へ 

はいった と 思う と、 すぐに また 階段 を 下って 来る。 少 

年の 左へ 行った 後、 病院 は 静かに こちらへ 近づき、 と 

うとう 玄関 だけにな つてし まう。 その 硝子 戸 を 押し あ 

か ん ご ふ たたず 

けて 外へ 出て 来る 看護婦が 一人。 看護婦 は 玄関に 佇 

んだ まま、 何 か 遠い もの を 眺めて いる。 

8 

5 

膝の 上に 組んだ 看護婦の 両手。 前にな つた 左の 手に 



は 婚約の 指環が 一 つ はまって いる。 が、 指環 はおの ず 

から 急に 下へ 落ちて しまう。 

9 

5 

わずかに 空 を 残した コンク リ イトの 塀。 これ もお の 

とうめい てつごう し むらが 

ずから 透明に なり、 鉄 格子の 中に 群った 何 匹 かの 猿 

あやつ にんぎょう 

を 現して 見せる。 それから また 塀 全体 は 操り人形の 

舞台に 変って しまう。 舞台 はとに かく 西洋 じみた 室内。 

お お う 力 力 

そこに 西洋人の 人形が 一 つ 怯ず 怯ず あたり を 窺 つて 

ふくめん 

いる。 覆面 を かけて いるの を 見る と、 この 室へ 忍び こ 



ぬすびと 

んだ 盗人ら しい。 室の 隅に は 金庫が 一 つ- 



金庫 を こじ あけて いる 西洋人の 人形。 ただし この 人 

形の 手足に ついた、 細い糸 も 何 本 か ははつ きりと 見え 

る。 …… 



斜めに 見た 前の コンク リ イトの 塀。 塀 はもう 何も 現 



していない。 そこ を 通りす ぎる 少年の 影。 その あと か 

ら 今度 は 背む しの 影。 

2 

6 

前から 斜めに 見お ろした 往来。 往来の 上に は 落ち葉 

がー 枚 風に 吹かれて まわって いる。 そこへ また 舞い 

下って 来る 前よりも 小さい 落葉が 一 枚。 最後に 雑誌の 

広告ら しい 紙 も 一 枚 翻 つて 来る。 紙 は 生憎 引き裂か 

れ ている らしい。 が、 はっきりと 見える の は 「生活、 

正月 号」 と 云う 初号 活字で ある。 



3 

6 

ときわ ぎ 

大きい 常 磐 木の下に ある ベンチ。 木々 の 向う に 見え 

ている の は 前の 池の 一 部ら しい。 少年 は そこへ 歩み寄 

リ、 がっかりし たように 腰 を かける。 それから 涙 を 拭 

い はじめる。 すると 前の 背む しが 一 人 やはり ベンチへ 

来て 腰 を かける。 時々 風に 揺れる 後ろの 常 磐 木。 少年 

はふと 背む し を 見つめる。 が、 背む し はふ リ返リ もし 

ない。 のみならず 懐 から 焼き芋 を 出し、 がつがつし 

て いるよう に 食い はじめる。 



斜めに 上から 見お ろした ベンチ。 板 を 透かした ベン 

がまぐち 

チの 上に は 蟇 口が 一 つ 残って いる。 すると 誰かの 手が 

一 つ そっと その 蟇 口 をと リ 上げて しまう。 

7 

6 

前の 常 磐 木の かげに ある ベンチ。 ただし 今度 は 斜め 

になって いる。 ベンチの 上に は 背む しが 一人 蟇 口の 中 

を検 ベて いる。 そのうちに いっか 背む しの 左右に 背む 



しが 何人も 現れ はじめ、 とうとう しまいに は ベンチの 

上 は 背む しばかり になって しまう。 しかも 彼等 は 同じ 

ように それぞれ 皆 熱心に 蟇 口の 中を検 ベて いる。 互に 

何 か 話し合いながら。 

8 

6 

写真屋 の 飾り窓。 男女 の 写真が 何枚 も それぞれ 額縁 

に はいって 懸 つてい る。 が、 それ 等の 男女の 顔 もい つ 

か 老人に 変って しまう。 しかし その 中に たった 一枚、 

フロック. コ オトに 勲章 をつ けた、 顋 髭の ある 老人の 



半身 だけ は 変らない。 ただ その 顔 はいつ の 間に か 前の 

背む しの 顔に なって いる。 



かんのん どう ゆ 

横から 見た 観音 堂。 少年 は その 下 を 歩いて 行く。 観 

み か づ き 

音 堂の 上に は 三日月が 一 つ。 



7 



とびら 

観音 堂の 正面の 一部。 ただし 扉 はし まっている。 



その 前に 礼拝して いる 何人 かの 人々。 少年 は そこへ 歩 

みより、 こちらへ 後ろ を 見せた まま、 ちょっと 観音 堂 

を 仰いで 見る。 それから 突然 こちら を 向き、 さっさと 

斜めに 歩いて 行って しまう。 

7 

ちょ-つず ばち 

斜めに 上から 見お ろした、 大きい 長方形の 手水 鉢。 

ひしゃく ほ 

柄杓が 何 本 も 浮かんだ 水に は 火 かげ もちら ちら 映って 

しょうす い 

いる。 そこへ また 映って 来る、 憔悴し 切った 少年の 顔。 



2 

7 



大きい 石燈 籠の 下部。 少年 は そこに 腰をおろし、 両 

手に 額 を 隠して 泣き はじめる。 



3 

7 



前の 石燈 籠の 下部の 後ろ。 男が 一人 佇んだ まま、 

Ira かに 耳 を 傾けて いる。 



4 



この 男の 上半身。 もっとも 顔 だけ はこ ちら を 向いて 

いない。 が、 静かに 振り返つ たの を 見る と、 マスク を 

かけた 前の 男で ある。 のみならず その 顔 もしば らくの 

のち 

後、 少年の 父親に 変って しまう。 

5 

7 

前の 石燈 籠の 上部。 石 燈籠は 柱 を 残した まま、 おの 

ほのお したび 

ずから 炎に なって 燃え 上って しまう。 炎の 下火 に 

のち 

なった 後、 そこに 開き 始める 菊の花が 一輪。 菊の花 は 



石燈 籠の 笠よりも 大きい。 

6 

7 

前の 石燈 籠の 下部。 少年 は 前と 変り はない。 そこへ 

帽を 目深に かぶった 巡査が 一 人 歩みより、 少年の 肩へ 

手 を かける。 少年 は 驚いて 立ち上り、 何 か 巡査と 話 を 

する。 それから 巡査に 手 を 引かれた まま、 静かに 向う 

へ 歩いて 行く。 



前の 石燈 籠の 下部の 後ろ。 今度 はもう 誰もい ない。 

8 

7 

前の 仁王門の 大 提灯。 大 提灯 は 次第に 上へ あがり、 

なかみせ 

前の ように 仲 店 を 見渡す ようになる。 ただし 大 提灯の 

下部 だけ は 消え失せない。 

(昭和 一 一年 三月 十四日) 
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